
 

 

 

 

令
和
六
（
二
〇
二
四
）
年
度 

三
重
短
期
大
学
一
般
選
抜
入
学
試
験
（
法
経
科
第
２
部
）
問
題 

（
小
論
文
） 

  

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

出
典
：
申
惠
丰
『
国
際
人
権
入
門—

—

現
場
か
ら
考
え
る
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
〇
年
。
一
部
改
変
あ
り
。 

 

【
設
問
】 

 

問
一 

筆
者
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
に
つ
い
て
、
傍
線
部
A

「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
で
求
め
ら
れ
て
い
る
対
策
を
履
行
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
」
と
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、

八
〇
字
以
内
で
ま
と
め
な
さ
い
。 

 

問
二 

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
し
て
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
「
表
現
の
自
由
」
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
、
規
制
に
消
極
的
な
見
解
も
有
力
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
傍

線
部
B

「
実
効
的
な
対
策
の
た
め
に
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
明
確
に
定
義
し
て
そ
れ
を
禁
止
す
る
法
律
の
規
定
が
あ
る
こ
と
が
不
可
欠
と
言
え
よ
う
」
と
い
う
筆
者
の
見
解
に
対
す

る
あ
な
た
の
意
見
を
四
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 


